
　

町
の
北
西
部
の
石
井
城
二
丁
目

に
、
城

じ
ょ
う

山や

ま

ま
た
は
石
井
城
と
呼
ば

れ
る
小
高
い
丘
が
あ
る
。
城
山
の

頂
部
の
平
坦
地
の
一
角
に
、
自
然

石
を
組
ん
だ
台
座
の
上
に
石
井
七

郎
末
忠
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は

大
正
8
年
に
大
正
天
皇
に
よ
り
正

五
位
を
追
贈
さ
れ
た
の
に
因
み
、

昭
和
11
年
に
建
立
し
た
も
の
で
あ

る
。
石
井
城
址
は
、
南
北
朝
時
代

直
前
に
活
躍
し
た
田
所
氏
の
先
祖

に
当
た
る
石
井
氏
の
居
住
址
と
さ

れ
て
い
る
。
田
所
氏
の
本
姓
は
佐

伯
氏
で
あ
っ
た
が
、
先
祖
の
な
か

に
は
藤
原
氏
、
平
氏
、
源
氏
、
三み

善よ

し

氏
、
三
宅
氏
、
石
井
氏
を
名
乗
っ

た
時
期
が
あ
っ
た
。

　

石
井
七
郎
末
忠
は
田
所
惣
大
判

官
代
・
石
井
左さ

衛え

門
も
ん
の

尉
じ
ょ
う

源
み
な
も
と

資
の
す
け

賢か

た

の

七
男
で
あ
る
。
長
兄
の
平

た
い
ら
の

信の

ぶ

兼か

ね

は

田
所
執
事
職
を
継
い
で
い
る
。
鎌か

ま

倉く

ら

幕ば

く

府ふ

（
北
条
氏
）
を
倒
す
計
画

に
失
敗
し
、
隠お

岐き

へ
流
さ
れ
て
い

た
後ご

醍だ

い

醐ご

天
皇
は
、
元
弘
三
年

(

１
３
３
３
年)

隠
岐
を
脱
出
し

て
伯ほ

う

耆き

に
渡
り
、
土
地
の
豪
族
名な

和わ

長な

が

年と

し

の
支
援
を
受
け
て
船せ

ん

上
じ
ょ
う

山せ

ん

に
て
倒
幕
の
宣せ

ん

旨じ

を
諸
国
に
発

し
た
。
七
郎
末
忠
は
船
上
山
に
馳

せ
付
け
、
倒
幕
の
軍
事
行
動
に
参

加
し
た
。
こ
の
時
の
合
戦
で
、
頭

と
う
の

中
ち
ゅ
う

将
じ
ょ
う

千ち

種ぐ

さ

忠た

だ

顕あ

き

卿
の
下
で
戦
っ
た

石
井
七
郎
末
忠
の
軍ぐ

ん

忠
ち
ゅ
う

状
じ
ょ
う

（
合

戦
に
参
加
し
た
軍
功
を
上
申
し
て

承
認
さ
れ
、
後
日
の
恩お

ん

賞
し
ょ
う

を
受
け

る
旨
の
書
き
付
け
）
の
写
し
が
『
広

島
県
史
』
古
代
中
世
史
資
料
編
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
芸げ

い

藩は

ん

通つ

う

史し

』
に
は
後
醍
醐
天
皇
が
七
郎

末
忠
へ
下
し
た
綸り

ん

旨じ

の

写
し
が
残
る
。

　

一
方
の
鎌
倉
幕
府
も

後
醍
醐
天
皇
の
討
伐
を

足あ

し

利か

が

高た

か

氏う

じ

ら
の
外と

様ざ

ま

有

力
御ご

家け

人に

ん

に
命
じ
た
。

高
氏
は
京
都
か
ら
山
陰

道
に
入
り
丹た

ん

波ば

の

国く

に

篠し

の

村む

ら

に
陣
を
と
っ
た
。
そ
こ

で
反
幕
府
の
旗
を
挙
げ
、

天
皇
側
に
転
じ
た
。
そ

の
後
、
高
氏
軍
は
京
都

に
突
入
し
て
幕
府
の
六ろ

く

波は

羅ら

軍ぐ

ん

を
破
り
、
そ
の

功
績
で
鎮ち

ん

守じ

ゅ

府ふ

将
軍
に

任
じ
ら
れ
、
ま
た
倒
幕
後
尊
氏
と

改
名
。
一
方
、
関
東
で
は
、
幕
府

軍
と
新に

っ

田た

義よ

し

貞さ

だ

を
将
と
す
る
反
幕

府
軍
と
の
間
で
熾し

烈れ

つ

な
攻
防
戦
が

行
わ
れ
た
が
、
つ
い
に
北
条
高
時
ら

は
自じ

刃じ

ん

し
て
鎌
倉
幕
府
は
滅
ん
だ
。

　

鎌
倉
幕
府
が
倒
れ
後
醍
醐
天
皇

の
新
政
が
始
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
建け

ん

武む

の
新
政
」
で
あ
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
101
回
〕　

石
井
城
址
と
石
井
七
郎
末す

え

忠た
だ

の
碑

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

　つぎのごみは、ごみステーションに出してはいけません！詳し

くは、「平成24年度家庭ごみの正しい出し方」をご覧ください。

◆庭木の刈り込み等で、一度に３袋を越える量を出すとき

◆引越しに伴う多量ごみ（多量のダンボール箱も含む）

◆個人による家の簡易な改装等で生じたごみ（業者が改装等を　

　行った場合は、自己搬入は不可。業者に処分依頼してください）

◆敷地内の土砂、側溝の泥等で多量に出たとき（町内会で行った

　ものは、環境課☎286-3242で扱います）

4/30
(振り替え休日)

普通ごみ　（月・木曜日地区）

有価物　　（月曜日収集地区）

5/3
（木/祝）

普通ごみ　（月・木曜日地区）

有価物　　（木曜日収集地区）

5/4
（金/祝）

有価物　　（金曜日収集地区）

普通ごみ　（火・金曜日地区）

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。

午前8時30分
までにごみステーションに出してください。

一時多量ごみはごみステーションに出してはいけません！

石井城址（昭和50年頃撮影）

●平成24年度家庭ごみの正しい出し方の配布●
　広報ふちゅう3月号と一緒に各家庭に配布しています。前年度と色は違いますが、同じＡ４サイズの「冊子」になっています。

　また、府中町環境センター、府中公民館、南公民館、福寿館、住民課、南交流センター行政サービスコーナー、環境課、

くすのきプラザ、ふちゅう情報プラザつばき館（イオンモール広島府中内）でも受け取ることができます。
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